
県

理

事

と

支
部
長
兼
務
の 
理
事
会
を
初
開
催

円
滑
な
組
合
運
営
に
向
け
て

新
組
織
に
よ
る
業
務
執
行
・
女
性
部
設
立
等
協
議

新
組
織
に
よ
る
業
務
執
行
・
女
性
部
設
立
等
協
議

岩　手　の　電　気　工　事(1)　令和７年７月25日㈮ 第511号
　

７
月
24
日
（
木
）
岩

手
電
気
工
事
会
館
に
お

い
て
、
第
４
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
冒
頭
平
野
理
事

長
は
、
「
今
年
度
か
ら

本
部
理
事
と
支
部
長
の

兼
務
組
織
と
な
る
。
事

業
実
施
に
当
た
っ
て
支

部
長
の
負
担
軽
減
の
た

め
支
部
の
組
織
化
を
図

り
、
組
合
業
務
が
円
滑

に
運
営
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
ま
た
、
支

部
女
性
部
設
立
に
つ
い

て
、
入
会
申
込
書
を

以
っ
て
書
面
に
よ
り
女

性
部
設
立
の
扱
い
と

し
、
工
組
と
し
て
年
内

の
女
性
部
設
立
に
協
力

要
請
が
な
さ
れ
た
。

10
月
16
日（
木
）は
第
36

回
電
気
工
事
業
全
国
大

会（
北
海
道
札
幌
大
会
）

が
開
催
さ
れ
る
。
新
た

に
補
助
制
度
を
設
け
多

く
の
参
加
を
お
願
い
す

る
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

理
事
会
の
協
議
等
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
る
。

１　

各
支
部
事
業
計

画
・
県
工
組
事
業
実
施

　

県
工
組
事
業
が
各
支

部
事
業
計
画
に
反
映
さ

れ
た
計
画
に
基
づ
き
新

役
員
体
制
の
も
と
実
施

に
向
け
始
動
す
る
。

２　

各
支
部
組
織
体
制

　

兼
務
制
に
よ
り
事
業

執
行
が
一
部
の
役
員

（
支
部
長
等
）に
負
担
が

偏
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
支
部
役
員
を
中
心

に
事
業
分
野
ご
と
に
組

織
化
を
図
り
事
業
に
取

組
む
こ
と
と
さ
れ
た
。

３　

電
気
工
事
業
全
国

（
札
幌
）
大
会
開
催

　

大
会
参
加
に
向
け
、

各
支
部
へ
一
律
３
万

円
、
参
加
登
録
料
３
名

迄
補
助
し
、
参
加
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
。

４　

全
日
優
良
事
業
工

組
表
彰
候
補
決
定

　

応
募
の
あ
っ
た
Ｌ
Ｅ

Ｄ
工
作
教
室
（
北
上
支

部
）
、
夏
祭
り
仮
設
工
事

（
一
関
支
部
）、コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
会
開
催

（
本
部
）
の
３
事
業
が

全
日
へ
推
薦
さ
れ
る
。

５　

女
性
部
設
立

　

現
在
、
全
日
電
工
連

重
点
事
業
と
し
て
、
全

国
18
工
組
設
立
済
。
引

続
き
各
支
部
設
立
、
工

組
女
性
部
設
立
に
向

け
、
特
例
と
し
て
入
会

申
込
書
の
書
面
提
出
に

よ
り
女
性
部
設
立
と
見

な
す
扱
い
と
さ
れ
、
設

立
が
容
易
に
な
る
。

　

ま
た
、
未
設
立
支
部

へ
食
事
会
等
懇
談
に
要

し
た
経
費
を
申
請
に
よ

り
補
助
が
決
定
し
た
。

な
お
、
従
来
通
り
女
性

部
設
立
年
度
１
支
部
当

た
り
５
万
円
を
活
動
支

援
と
し
て
、
設
立
後
の

運
営
費
と
し
て
申
請
に

よ
り
各
支
部
に
３
万
円

が
支
援
さ
れ
る
。

６　

組
合
員
加
入
促
進

　

花
巻
支
部
に
お
い
て
、

手
数
料
の
大
幅
引
下
げ

が
行
わ
れ
た
。
全
支
部

加
入
環
境
の
整
備
に
併

せ
、
加
入
促
進
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
さ
れ
た
。

７　

情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ

　

組
合
事
業
の
周
知
や

Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
さ
れ

る
た
め
、
支
部
か
ら
の

マ
ス
コ
ミ
へ
の
積
極
的

な
情
報
発
信
及
び
組
合

事
務
局
へ
の
情
報
提
供

等
に
取
組
む
こ
と
と
さ

れ
た
。

８　

コ
ン
プ
ラ
研
修
会

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

推
進
員
を
中
心
に
全
支

部
開
催
に
向
け
協
力
要

請
が
な
さ
れ
た
。

９　

人
材
育
成
・
確
保

　

工
業
系
に
限
ら
ず
地

元
高
校
と
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、電
線
寄
贈
、就

職
等
の
挨
拶
等
の
機
会

を
通
じ
て
関
係
構
築
に

取
組
む
こ
と
と
さ
れ
た
。

10　

測
定
器
校
正
試
験

　

11
月
電
気
安
全
サ
ー

ビ
ス
盛
岡
本
部
に
て
実

施
見
込
み
。
10
月
各
支

部
を
通
じ
て
組
合
員
へ

案
内
予
定
。

11　

第
一
種
電
気
工
事

士
資
格
取
得
支
援

　

資
格
支
援
制
度
を
活

用
し
受
講
者
の
資
格
取

得
に
繋
げ
て
欲
し
い
。

12　

東
北
電
力
関
連
施

設
視
察
研
修

　

10
月
24
日
（
金
）
女

川
原
子
力
発
電
所
、
25

日
（
土
）
三
居
沢
発
電
所

を
視
察
。
役
員
等
へ
参

加
要
請
が
な
さ
れ
た
。

13　

業
界
理
解
促
進
交

流
事
業
等
実
施

　

高
校
へ
の
出
前
授

業
、
小
中
学
生
対
象
の

未
来
図
書
館
、
業
界
ふ

れ
あ
い
事
業
等
に
つ
い

て
、
青
年
部
を
中
心
に

取
組
ん
で
い
く
。
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令和７・８年度　組合業務執行体制

事 業 名

１．組合員支
　　援事業

２．新規組合
　　事業

３．新規開拓
　　事業

４．組合単独
　　事業

５．総務統括
　　担当

最高責任者 理事長　　平　　野　　喜　　嗣 

担当三役及び理事等 委 員 会 名 委　　　員

グループウエア
管理委員会

グループウエア
運営委員会

全国技能競技大
会検討委員会

電力委託工事等
検討委員会

調査業務推進委
員会

総務統括担当

理 事 長　平　野　喜　嗣
専務理事　佐々木　　　徹
理　　事　平　野　嘉　男 
理　　事　岩　舘　　　光

副理事長　阿　部　勝　俊
理　　事　岩　舘　　　光

副理事長　佐　藤　博　行
理　　事　鈴　木　　　久
理　　事　村　山　利　一
理　　事　髙　橋　　　誠

副理事長　伊　藤　壽太郎
理　　事　千　田　新　一
理　　事　藤　森　勝　昭
理　　事　遠　山　和　成
理　　事　星　野　智　昭

専務理事　佐々木　　　徹
理　　事　菊　池　克　仁

●は委員長　　〇は理事以外の委員

● 平　野　喜　嗣　　　 佐々木　　　徹
　 平　野　嘉　男　　　 岩　舘　　　光

● 岩　舘　　　光
〇 工　藤　幸　一　　〇 沼　崎　昭　仁

● 阿　部　勝　俊　　〇 黒　渕　祐　司
　 岩　舘　　　光　　〇 菅　野　卓　訓
〇 川　村　武　史　　〇 坂　本　拓　史
〇 佐々木　康　樹

● 佐　藤　博　行　　　 鈴　木　　　久
　 村　山　利　一　　　 髙　橋　　　誠

● 伊　藤　寿太郎　　　 千　田　新　一
　 藤　森　勝　昭　　　 遠　山　和　成
　 星　野　智　昭 

● 佐々木　　　徹　　　 菊　池　克　仁

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会

～
憧
れ
ら
れ
る
業
界
を
目
指
す
～

第
１
１
０
回
通
常
総
会
開
催

通常総会開催
東北七県電気工事組合連合会

平野理事長、会長に再選

第59回

岩　手　の　電　気　工　事 令和７年７月25日㈮　(2)第511号
　

全
日
本
電
気
工
事
業

工
業
組
合
連
合
会
第

１
１
０
回
通
常
総
会
が

６
月
26
日
（
木
）
に
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
平
野
理
事
長
が
出

席
し
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
２

４
年
度
事
業
報
告
、

２
０
２
５
年
度
事
業
計

画
案
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
選
任
等
の
議
案

審
議
を
行
い
、
す
べ
て

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
選
任
で
は
、
米
沢

会
長
（
石
川
県
）
が
重

任
、
本
県
平
野
理
事
長

が
技
術
委
員
長
に
就
任

し
た
。
総
会
で
は
、
各

種
の
事
業
実
施
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

組
む
た
め
の
方
針
を
掲

げ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
永

年
勤
続
者
及
び
オ
ー
ト

リ
ー
ス
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
優
秀
工
組
・
第

三
者
損
害
賠
償
制
度
施

工
品
質
優
良

工
組
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

　

挨
拶
で
米

沢
会
長
は
、

「
人
材
確
保

と

Ｄ

Ｘ

促

進
、
電
工
組

支
援
な
ど
組

合
員
の
役
に

立
つ
施
策
事

業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
」
と
方
針

を
述
べ
た
。
役
員
選
任

後
に
は
「
全
日
電
工
連

は
ま
だ
ま
だ
強
く
な
れ

る
と
思
っ
て
い
る
。
全

日
電
工
連
は
各
工
組
の

連
合
体
で
、
各
工
組
が

そ
れ
ぞ
れ
強
く
光
り
輝

か
な
け
れ
ば
、
全
日
電

工
連
の
意
義
や
存
在
価

値
も
上
が
ら
な
い
。
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
組

織
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
る
の
で
、
こ
の
電
気

工
事
業
界
を
よ
り
強
く

す
る
た
め
に
頑
張
り
た

い
」
と
就
任
の
挨
拶
を

述
べ
た
。

　

今
年
度
は
、「
組
織
・

財
政
強
化
対
策
」
「
Ｄ

Ｘ
活
用
」
「
人
材
確
保

育
成
」
「
業
界
地
位
向

上
対
策
」
を
最
重
点
項

目
と
し
て
各
種
事
業
実

施
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
で
き
る
よ

う
組
織
を
変
更
し
取
組

ん
で
い
く
。

【
事
業
方
針
】

①
継
続
事
業
は
、
深

化
・
発
展
を
基
本
に
事

業
を
行
う
。

②
新
規
事
業
の
新
興
に

重
点
を
置
き
、
将
来
の

盤
石
な
体
制
構
築
を
目

指
す
。

③
各
種
有
益
な
情
報
の

提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
よ
り
良
い
発
信
の
在

り
方
を
研
究
す
る
。

　

東
北
七
県
電
気
工
事

組
合
連
合
会
第
59
回
通

常
総
会
が
６
月
６
日

（
金
）
、
仙
台
電
気
工

事
組
合
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。
総
会
で
は
、

２
０
２
４
年
度
事
業
報

告
、
２
０
２
５
年
度
事

業
計
画
案
等
そ
れ
ぞ
れ

審
議
さ
れ
全
て
可
決
確

定
さ
れ
た
。
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
平
野
理
事
長
が
東

北
七
県
電
工
連
会
長
に

再
任
し
た
。
今
年
度

は
、
９
月
に
移
動
理
事

会
（
山
形
市
）
、
10
月

16
日
（
木
）
第
36
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会

（
札
幌
大
会
）
が
開
催

さ
れ
る
。

開催日・場所 ＊5月13日（水沢グランドホテル）＊5月16日（岩手電気工事会館）

参 　 加 　 者 16人（男性15人・女性1人） 年代 10代：6人、20代：5人、30代：5人

資　　　　格 ＊第一種：2人　＊第一種(学科)：1人　＊第二種：7人　＊資格なし：6人

研  修  内  容 ①ビジネスマナーとコミュニケーション　②電気工事業で働くこと　③現場

の安全　④関係法令・資格　⑤資格取得後施工可能な仕事内容　⑥施工管理

の業務内容　⑦電気工事の役割分担　⑧工具・計測器・用具の解説／紹介

【アンケートに対する回答は以下のとおり】

＊研修期間１日は、全員が「丁度良い」

＊研修内容は、全員が「よく理解できた」又は「理解できた」

学んだ事・活
かしたい事

・実践で直ぐに取入れていける　・実体験の失敗談が良い勉強になった

・他業者との作業時に活かしたい　・安全への意識　・マナーの厳守

・安全確認、図面の読み方に活用したい

受けたい研修 ・実技試験対策　・CAD　・図面の読み方、他業種との連携について

過去３年間で延べ32社、53人が受講

次世代技術者養成研修アンケート結果（概要）

　新入社員研修は新入社員にとって、電気技術者としての仕事の知識だけでなく、ビジネス
マナーや仕事の流れなど、社会人としての基礎を築く最初のステップです。
　これらを受講することで社内外の関係者と円滑なコミュニケーションを図り、信頼関係を
築くことができるようスキルの基礎を習得できます。

事業主の皆さんへ

米沢会長

平野会長



支部トピックス

水沢支部

岩手県電気工事業工業組合青年部

新部長に岩舘光氏（日興電気㈱）

通 常 総 会 開 催第34回

電気使用安全月間
各 支 部 で 活 動 展 開

8月1日～31日

お
知
ら
せ

●第一種電気工事士定期講習開催のお知らせ ●認定電気工事従事者認定講習開催予定のお知らせ

地区

盛岡

開催日

12 月４日（木）

会　場

いわて県民情報

交流センター

地区

盛岡

開催日（予定）

令和８年２月 10 日（火）

会場（予定）

いわて県民情報

交流センター

※認定講習の詳細は確定後改めてお知らせいたします。

岩　手　の　電　気　工　事(3)　令和７年７月25日㈮ 第511号

　

組
合
青
年
部
第
34
回

通
常
総
会
が
、
６
月
６

日
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
に
お
い
て
多

く
の
部
員
の
参
加
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
６

年
度
の
事
業
報
告
及
び

決
算
書
に
つ
い
て
、
令

和
７
年
度
の
事
業
計
画

案
及
び
予
算
案
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ

れ
、
満
場
意
義
な
く
承

認
さ
れ
た
。

　

２
年
ご
と
に
行
わ
れ

る
役
員
改
選
も
行
わ

れ
、
日
興
電
気
㈱
の
岩

舘
光
氏
が
部
長
に
選
任

さ
れ
た
ほ
か
、
新
役
員

が
決
定
し
た
。

　

株
式
会
社
回
進
堂
と

い
え
ば
、
「
岩
谷
堂
羊

羹
」
で
有
名
で
す
が
、

毎
年
こ
の
時
期
季
節
限

定
で
販
売
し
て
い
る

「
り
ん
ご
ゼ
リ
ー
」
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
知
名
度
を
高
め
た

の
が
、
12
年
前
に
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に

入
団
し
た
大
谷
翔
平
選

手
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

故
郷
の
思
い
出
の
味
と

し
て
「
回
進
堂
の
り
ん

ご
ゼ
リ
ー
」
と
答
え
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に

入
団
し
大
リ
ー
ガ
ー
と

な
っ
て
か
ら
、
回
進
堂

に
勤
め
て
い
る
同
級
生

に
り
ん
ご
ゼ
リ
ー
が
食

べ
た
い
の
で
送
っ
て
欲

し
い
旨
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
連

絡
が
あ
り
、
そ
の
同
級

生
が
回
進
堂
の
菊
地　

清
社
長
に
報
告
す
る
と

菊
地
社
長
は
自
分
が
り

ん
ご
ゼ
リ
ー
を
持
っ
て

行
っ
て
直
接
大
谷
選
手

に
手
渡
す
と
し
、
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
２
個
分
の
り

ん
ご
ゼ
リ
ー
や
羊
羹
を

詰
め
合
わ
せ
て
渡
米
。

試
合
中
だ
っ
た
の
で
直

接
大
谷
選
手
に
渡
す
こ

と
は
叶
わ
な
か
っ
た
も

の
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の

ス
タ
ッ
フ
に
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待

遇
で
迎
え
ら
れ
球
場
で

試
合
を
観
戦
し
た
と
の

こ
と
。

　

こ
ん
な
逸
話
の
あ
る

回
進
堂
の
「
り
ん
ご
ゼ

リ
ー
」
、
８
月
末
ま
で

発
売
中
で
す
の
で
ド

ジ
ャ
ー
ス
の
試
合
を
観

戦
し
な
が
ら
召
し
上

が
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

（
次
回
は
北
上
支
部
）

　

今
年
で
18
回
目
を
迎

え
る
県
内
工
業
系
高
校

等
に
対
す
る
支
援
事
業

は
、
今
回
も
電
業
協
会

と
組
合
と
の
共
同
事
業

と
し
て
各
支
部
に
お
い

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
次
世

代
を
担
う
優
秀
な
電
気

工
事
技
術
者
・
技
能
者

の
育
成
・
確
保
に
向

け
、
県
内
工
業
系
高
校

等
に
電
線
や
器
具
を
寄

贈
し
、
生
徒
ら
の
資
格

取
得
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
こ
の
時
期

に
実
施
し
て
い
る
も

の
。

　

近
年
、
電
気
工
事
材

料
が
高
騰
し
て
い
る

中
、
生
徒
の
電
気
工
事

士
の
資
格
取
得
に
向
け

た
実
習
等
に
役
立
て
ら

れ
、
毎
年
多
く
の
資
格

者
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

全
日
電
工
連
よ
り
電

気
使
用
安
全
月
間
計
画

に
基
づ
き
、
今
年
度
も

「
地
域
社
会
に
向
け
た

電
気
に
関
す
る
基
礎
知

識
の
普
及
活
動
」
と
「
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た

活
動
」
を
取
り
入
れ
た

運
動
の
推
進
に
つ
い
て

要
請
が
あ
っ
た
も
の
。

　

こ
れ
を
受
け
組
合
で

は
、
各
支
部
に
お
い
て

地
域
の
実
情
に
適
し
た

活
動
（
相
談
所
の
設

置
、
サ
ー
ビ
ス
訪
問
、

Ｐ
Ｒ
活
動
、
電
気
工
事

士
に
関
す
る
各
種
研

修
・
講
習
の
開
催
等
）

の
実
施
を
依
頼
し
た
。

併
せ
て
、「
感
震
装
置
・

避
雷
器
の
取
り
付
け
推

進
」
の
協
力
要
請
を

行
っ
て
い
る
。

＜

花
巻
・
北
上
支
部＞

　
６
月
17
日
（
火
）

　
黒
沢
尻
工
業
高
校

＜

一
関
支
部＞

　
７
月
２
日
（
水
）

　
一
関
工
業
高
校

＜

一
関
支
部＞

　
７
月
７
日
（
月
）

　
千
厩
高
校

＜

宮
古
支
部＞

　
７
月
９
日
（
水
）

　
宮
古
商
工
高
校

県
内
工
業
系
高
等
学
校
等
へ

電
線
寄
贈
・
本
年
度
も
実
施



一
般
社
団
法
人
　
岩
手
県
電
業
協
会

協
会
だ
よ
り

太
田
喜
直
会
長
（
南
部
電
気
工
事
㈱
）

国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
彰

技術スキルアップ
講習会開催

「積算業務の基礎知識と

　　  実務のポイント」学ぶ

１
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

第
一
次
検
定
受
験
準
備
講
習
会 

開
催

鷲
眼
智
春
氏
を
講
師
に

建設業地域懇談会
県内11地区で開催

令和７年度
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国
土
交
通
省
は
、
７

月
10
日
、
令
和
７
年
建

設
事
業
関
係
功
労
者
等

国
土
交
通
大
臣
表
彰
者

と
し
て
、
２
３
９
人
と

３
団
体
を
表
彰
し
た
。

本
県
か
ら
は
、
当
協
会

会
長
の
太
田
喜
直
氏

　

今
年
度
の
建
設
業
地

域
懇
談
会
が
７
月
９
日

の
久
慈
地
区
を
皮
切
り

に
始
ま
っ
た
。

　

県
側
は
、
岩
﨑
等
河

川
港
湾
担
当
技
監
を
は

じ
め
、
県
土
整
備
部
、

出
納
局
、
各
振
興
局
幹

部
職
員
が
、
業
界
側

は
、
県
建
設
業
協
会
支

部
長
ら
支
部
役
員
、
青

年
部
会
、
県
建
設
業
女

性
協
議
会
、
県
空
調
衛

生
工
事
業
協
会
、
県
電

業
協
会
の
地
区
代
表
者

ら
が
出
席
。

　

こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ

た
懇
談
会
に
お
い
て
、

当
協
会
各
支
部
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
・
要
望
等

は
次
の
通
り
。

久
慈
▼
発
注
量
の
地
域

間
格
差
に
つ
い
て
、
地

域
精
通
度
を
重
視
し
た

評
価
や
参
入
見
込
み
者

数
の
見
直
し
な
ど
要
望
。

二
戸
▼
週
休
２
日
の
実

施
に
係
る
電
気
工
事
や

通
信
工
事
な
ど
専
門
工

事
特
有
の
課
題
。

盛
岡
▼
事
業
費
の
確

保
、
人
件
費
や
物
価
高

を
背
景
に
事
業
費
全
体

の
引
上
げ
を
要
望
。

奥
州
▼
入
札
制
度
に
つ

い
て
、
予
定
価
格
の
事

（
南
部
電
気
工
事
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）
ら
が

受
彰
し
た
。　

　

太
田
氏
は
、
長
年
に

わ
た
り
電
気
工
事
業
に

精
励
す
る
と
と
も
に
、

当
協
会
で
は
理
事
、
副

会
長
、
会
長
の
要
職
を

歴
任
し
、
地
方
業
界
の

発
展
に
寄
与
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
て
の
受
彰

と
な
っ
た
。

　

毎
年
県
と
建
設
業
界

団
体
の
地
区
代
表
者
ら

が
、
働
き
方
改
革
や
担

い
手
の
確
保
な
ど
、
地

域
課
題
を
中
心
に
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

７
月
８
日
、
盛
岡
市

の
マ
リ
オ
ス
で
今
年
度

１
回
目
の
技
術
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
習
会
を
開
催

し
た
。
会
員
企
業
の
若

手
・
中
堅
技
術
者
ら
11

名
が
参
加
し
、
積
算
の

基
本
や
実
務
の
ポ
イ
ン

ト
等
を
学
ん
だ
。

　

今
回
は
、
㈱
ユ
ア

テ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
本
部
電
気
設
備
部

部
長
・
設
計
積
算
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
内

藤
謙
治
氏
が
講
師
を
務

め
、
「
積
算
業
務
の
基

礎
知
識
と
実
務
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
講

義
。
積
算
の
基
本
事
項

か
ら
、
電
気
工
事
費
を

構
成
す
る
直
接
工
事

費
、
労
務
費
、
間
接
工

事
費
（
共
通
費
）
等
を

解
説
し
た
。

　

技
術
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
習
会
は
、
会
員
企
業

に
お
け
る
人
材
育
成
や

技
術
力
向
上
を
目
指
し

て
毎
年
２
回
実
施
。
会

員
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
会
員
か
ら
の

要
望
が
多
い
内
容
を
講

習
会
テ
ー
マ
と
し
て
選

定
し
、
会
員
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
講
習
内
容
を

提
供
し
て
い
る
。

前
公
表
廃
止
要
望
。
➡
県

回
答

：

不
正
防
止
、
透

明
性
な
ど
の
観
点
か

ら
現
行
の
制
度
と
し
た

が
、常
に
確
認
し
運
用
。

一
関
▼
質
問

：

総
合
評

価
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
型
に

お
け
る
電
気
工
事
の
実

施
見
通
し
。
➡
県
回
答

：

電
気
工
事
の
実
績
は
医

療
局
で
の
１
件
。
今
後

ど
の
よ
う
に
拡
大
し
て

い
く
か
が
検
討
課
題
。

北
上
▼
担
い
手
確
保
・

育
成
に
つ
い
て
、
黒
沢

尻
工
業
高
校
を
対
象
に

長
期
休
暇
を
活
用
し
た

ア
ル
バ
イ
ト
の
受
入
れ

同
様
の
休
日
を
確
保
。

完
全
週
休
２
日
工
事
実

施
加
点
要
望
。

を
検
討
。
県
や
建
設
業

協
会
北
上
支
部
、
空
調

衛
生
工
事
業
協
会
北
上

支
部
な
ど
に

対

し

て

支

援
・
協
力
を

依
頼
。

花
巻
▼
週
休

２
日
工
事
、

公
共
施
設
の

改
修
工
事
で

は
土
日
祝
日

に
作
業
す
る

場

合

が

あ

り
、
平
日
に

休
日
を
確
保

な
ど
、
完
全

週
休
２
日
と

　

当
協
会
の
人
材
育
成

事
業
の
一
環
で
あ
る
１

級
電
気
工
事
施
工
管
理

技
士
第
一
次
検
定
受
験

準
備
講
習
会
を
６
月
17

日
～
19
日
（
盛
岡
市 

ア
イ
ー
ナ
）
、
24
日
～
26

日
（
矢
巾
町 

盛
岡
地

区
勤
労
者
共
同
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
の
計
６
日
間

の
日
程
で
開
催
し
た
。

　

本
講
習
会
は
、
毎

年
、
第
一
次
検
定
と
第

二
次
検
定
受
験
に
向
け

て
開
催
し
て
お
り
、
講

師
と
し
て
イ
ー
ハ
ー
ド

プ
ラ
ン
人
材
活
性
化
セ

ン
タ
ー
代
表 

鷲
眼
智

春
氏
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
る
。

　

今
回
の
受
講
者
は
５

社
11
名
。
受
講
者
は
７

月
13
日
（
日
）
に
行
わ

れ
る
第
一
次
検
定
に
向

け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。

な
お
、
第
一
次
検
定
の

合
格
発
表
は
８
月
22
日

（
金
）
。
第
二
次
検
定

に
向
け
た
受
験
準
備
講

習
会
は
、
９
月
９
日
～

12
日
の
４
日
間
、
盛
岡

地
区
勤
労
者
共
同
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

技
術
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

１
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

受
験
準
備
講
習
会




